
[1] 離陸および基本操縦トレーニングへようこそ。今日は、実際に A-10C を動かそう。この訓練では標準的な離陸に

続き、中高度での基本的な飛行をいくつか行う。

準備ができたらスペースキーを押してくれ。

[2] いったん動き始めると、素早くしなければならないことが多い。そこで、あらかじめ離陸手順をみていこう。

計器類の最終チェックが終わったら、エンジンを最大出力にして発進する。ここでの一番のポイントはノーズホイー

ル・ステアリングを使って、機体の位置を滑 走路の中央に維持することだ。速度が 50knot を超え、ラダーが効くよ

うになったらノーズホイールステアリングを切る。120knot で、操縦桿を引い て機首を緩やかに引き起こし、ADI

のピッチ角を 10 度に保つ。これは離陸を安全に行う上で非常に重要なことだ。操縦桿を早く引きすぎると、機体後

部を地 面にこすったり、迎え角が大きすぎる状態で浮き上がってしまう。そうすると、失速し墜落へとつながってし

まう。機体が安全に離陸・上昇し始めたら、ラン ディングギアとフラップをしまおう。180knot まで加速し、この

速度を上昇中、維持しよう。

[3] 発進の前に、安全のための最終チェックが行われる。

アンチスキッド・スイッチがオンになっていることを確認しろ。それから、エンバイロメンタル・コントロールパネ

ルの、ピトー管ヒーティングがついていることも確認しろ。

[4] キーボードの W キーを押してホイールブレーキをかけたまま、スロットルのコア RPM の 85%まで上げろ。飛行

やエンジンに異常が起きていないか計器でモニターしろ。コクピットを見回し、警告灯パネルに作動不良が表示され

ていないか確認しろ。

全て確認し終えたら、スペースキーを押してくれ。

[5] これで、離陸準備完了だ。現在の方位を覚えておけ。離陸後、この方位を維持する。

発進を始めるには、ホイールブレーキを解除し、スロットルを最大にしろ。

[6] ノーズホイール・ステアリングの操作に気を付けて、機体が滑走路の中央を走るようにしろ。

[7] HOTAS ピンキー・ボタンか INSERT を押して NWS（ノーズホイール・ステアリング）を切れ。

[8] 操縦桿をやさしく引いてピッチ角が ADI で 10 度になるように維持しろ。

[9] ピッチ角 10 度を維持しろ。G キーを押してギアを格納し、L.SHIFT+F を押してフラップをしまえ。



[10] ピッチ角を調整して対気速度（KIAS）が 180kts になるよう維持しろ。垂直速度計（VVI)で上昇率をモニター

しろ。

最適な上昇率は、そのときの状況によって異なる。機体重量や、ステアポイントまでの距離と高度などの要因がある

からだ。しかし、180KIAS はその平均的な上昇速度なのだ。

[11] 方位 300 度、180kts を維持したまま、5,000ft で水平飛行だ。

計器類を上から下へ順に、HUD、ADI、HSI と見ていけ。その次はフロントダッシュを左から右へ、対気速度、高

度、垂直速度計（VVI）と見ていけ。

[12] 5,000ft に近づいた。水平飛行へ移ろう。エンジンを最大出力にして、対気速度を上げてみよう。

[13] 進路からそれている。方位 300 度だ。

[14] 海上の飛行は方向感覚を誤らせる。今度は陸地に向かおう。方位 040 に右旋回だ。

[15] 高度に注意しろ。5,000ft だ。

[16] ここで対気速度について説明しておこう。

目的地にできるだけ早く着こうと、全速力を出して行きたいと思うかもしれないが、その場合、燃料消費と所要時間

を常に気にしなければならない。したがって 多くの場合、最高速以下で飛ぶことになるだろう。好ましいのは、その

時の総重量と高度において最も効果的となる、巡航速度で飛ぶことだ。

[17] 次は減速してみよう。対気速度を減らす方法はいくつかある。エンジンの回転数を落とす、スピードブレーキ

を展開する、ピッチを上げ上昇するなどだ。今回は、シンプルにエンジンのパワーを下げてみよう。

スロットルを下げたら、HUD とフロントダッシュの対気速度が減少し始めるのがわかるだろう。

[18] 良し。では再びスロットルを最大にし、加速しよう。

[19] A-10 は簡単に 400kts を超えることもできるが、巡航速度は 300kts あたりが一般的だろう。失速速度は

120kts 付近だ。

[20] 上昇をやってみよう。フロントダッシュの ADI を見ながら機首を 20 度まで上げ、12,000ft まで上昇だ。



[21] HUD や計器パネルで高度と対気速度を見てみろ。高度が増すと、速度は下がるということを頭に入れておけ。

上昇率は VVI を見ればわかる。

速度を自分の思うように維持できるというのは極めて重要なことだ。さもなければ、すぐに失速に陥ってしまうだろ

う。もし対気速度が 160kts を下回ったら、ピッチ角を小さくし、上昇率を下げろ。

[22] A-10 は、そこまで高い推力重量比を持っているわけではない。つまり、戦闘機のようなズーム上昇はできな

い。だが、ホグはエンジン出力に劣る一方で、エンジンの航続と耐久性に優れているのだ。

[23] 速度が下がりすぎている。ピッチ角を減らし、少なくとも 160kts を保て。

[24] 12,000ft で水平飛行だ。

[25] A-10 の実用上昇限度は 45,000ft だ。しかし、A-10 の設計仕様と任務を考えれば、ほとんどの時間を

25,000ft以下で過ごすことになるだろう。

[26] 高度に注意しろ。12,000ft だ。

[27] 次は降下を行う。始める前に、次のことを知っておけ。我々は今、海抜（ASL）12,000ft にいるが、陸地は海

抜よりも高い。だから、5,000ft だけ降下することにしよう。つまり 7,000ft で水平飛行に戻る。それからもう一

つ、降下とともに速度は急激に増す。オーバースピードにならないように 注意しろ。オーバースピードは機体に致命

的なダメージを与えるため、大変危険だ。

[28] スロットルを下げ、操縦桿を前に倒し、ピッチ角をマイナス 20 度にしろ。降下によって高度の低下とともに、

速度が上昇することを確認しろ。7,000ft で水平飛行だ。

[29] 速度が高すぎる！操縦桿を戻せ。

[30] 高度注意、高度注意！　7,000 を維持しろ！

[31] まもなく 7,000ft だ。水平飛行。

[32] 今日の訓練の最後に、水平旋回に挑戦しよう。

旋回はそれほど難しくない。だが、旋回は高い注意力と調整力を必要とする。この訓練の合格点は、始めの速度と高

度からのズレを最小限にしつつ、旋回軌道を描くことだ。

水平旋回の手順は、まず操縦桿にロールを入力し、続いてわずかに引き起こし、ラダーを内側へ踏み込む。これは、

高度を維持し、ADI のスリップボールで示 される横滑りを最小限にするためだ。しかし、操縦桿やラダーへの過大な

入力は、空気抵抗を生み、迎え角を増やし、速度の急激な低下と操縦不能の危険性をも たらす。



[33] これから行うのは、方位 040、7,000ft、280kts からの 360 度左旋回だ。まず、いま言った初期状態に近づけ

ろ。

[34] よし。旋回の前に、この速度、高度で安定させろ。旋回の間ずっとこの速度と高度を維持するのを忘れるな

よ。HUD のトータル・ベロシティ・ベクトル（TVV）を良く見て高度を維持し、ADI ボールを見ながらラダー操作

で横滑りを最小限に抑えろ。

準備ができたら始めろ。

[35]

[36] 上出来だ。以上で飛行訓練を終わる。

[37] 初期状態からのズレが大きすぎる。もう一度、方位 040、7,000ft、280kts で安定させてから挑戦しろ。

[38] よし。良ければ始めろ。

[39]

[40] 上出来だ。以上で飛行訓練を終わる。

[41] またか。帰投時間だ。明日は頑張れよ。 


